
 

令和４年度第２回地域ケア地区会議を開催しました 
 

地域ケア地区会議は、地域で生じている問題を通

し、地域で解決すべき課題は何かを見出し、検討し

ていくために実施しています。 

今回のテーマは「認知症になっても住みやすいま

ちづくり」～ひとり暮らしの男性の事例をもとに地

域と専門職のつながりを考える～でした。 

医療関係者の方々、地域の方々、サービス事業所

の方々など 56名の方に参加していただきました。 

 

高齢化が進む中、認知症であるひとり暮らし

高齢者が増え、ご家族や地域の方々などから

の相談が増えています。 

今回は、実際にあった相談事例を

もとにグループワークにてそれぞれ

の立場で感じていること、抱えてい

る不安や思いを話し合っていただきました。
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参加いただいた方からの声 

・ひとり暮らしの方への援助方法について意見

が多く聞かれて参考になりました。 

・地域の方の苦労、問題がよくわかりました。 

・グループワークはたくさんの方のいろんな意

見が聞けて楽しい。  

などたくさんの感想をいただきました 



地域包括支援センターひがしばたは、 

明祥中学校区にお住まいの 

高齢者のみなさまの相談窓口です 

～地域包括支援センターひがしばたのスタッフ紹介～ 
☆管理者 

主任ケアマネジャー(中村)  

 

 

 

 

 

☆社会福祉士(加納) 

 

 

 

 

 

☆保健師(市川) 

 

 

 

 

 

☆介護予防サービス計画作成者(古田・芹澤) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：安城市地域包括支援センターひがしばた 

☎(0566)73-8210相談はすべて無料です 

高齢者の方のよろず相談窓口です。認知症になって

も要介護状態になっても住みやすいまちを目指して

います。介護保険の申請など何でもご相談下さい。 

介護に関する相談だけではなく、介護が必要とならない

ためのお手伝いもしています。各種予防教室やサロンの

紹介もします。お気軽にご相談ください。 

悪徳商法や特殊詐欺にあわれた方のご相談もお受け致

します。泣き寝入りせず、まずはご相談下さい。 

住み慣れた地域で楽しく安心して暮らして

いける様に支援させていただきます。 

どうぞよろしくお願いします。 


